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審議会等の会議結果報告 

 

 

１ 会議名 第１回津市特別職報酬等審議会 

２ 開催日時 平成２６年１２月２２日（火） 

午後２時００分から午後４時まで 

３ 開催場所 津市本庁舎 ４階 庁議室 

４ 出席した者の氏名 （津市特別職報酬等審議会委員） 

浅生幸子 伊藤庄吉 猪又英樹 髙橋加代子 月岡存 

辻岡利宏 中川幹夫    

（事務局） 

総務部長 盆野明弘  

総務部次長 溝田久孝  

人事課長 宮田雅司 人事課給与厚生担当主幹 濵地秀幸  

人事課給与厚生担当副主幹 若林麻衣子  

人事課主査 多羅尾祐介 人事課主事 中村真紀 

５ 内容 １ 市議会の議長、副議長及び議員に係る議員報酬の額並び

に市長及び副市長の給料の額について 

２ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 1人 

８ 担当 総務部人事課給与厚生担当 

電話番号 059-229-3107 

E-MAIL 229-3106@city.tsu.lg.jp 

 

 ・議事の内容      下記のとおり 

内                容 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は年末のお忙しい中、御参集いただきまして誠にありがとうござ

います。 

 それでは、ただ今から津市特別職報酬等審議会を始めさせていただき

ます。 

 本日、本審議会の会長が選出されるまでの間、私、人事課長の宮田が

進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 まず、始めに津市特別職報酬等審議会委員の委嘱式を執り行いたいと

思います。 
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 本審議会委員として１０名の皆様方に御就任をお願いしました。 

 それでは、ただ今から、委員に御就任いただきます皆様方の御紹介と

ともに、市長から皆様方に委嘱状を交付させていただきますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

－委嘱状の交付― 

 委員の皆様方、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 なお、本日は川辺 千秋 様、西澤 博 様、山口 修 様におかれま

しては、所用のため、やむを得ず御欠席との報告をいただいております。 

 それでは、ここで市長から御挨拶を申し上げます。 

 市長の前葉泰幸でございます。 

  本日は、津市特別職報酬等審議会を開催させていただきましたとこ

ろ、年末ご多忙中にもかかわらず、御参集いただき、また、この審議会

委員の就任を御承諾いただきまして、誠にありがとうございます。 

  皆様方には、平素より市行政に対しまして、格別の御理解、御協力を

いただき、重ねて厚くお礼申し上げます。 

  さて、特別職の報酬等の額につきましては、津市特別職報酬等審議会

条例において、市長は、議会の議員の議員報酬の額、それから市長及び

副市長の給料の額に関する条例を議会の会議に提出しようとするとき

は、あらかじめ当該議員報酬の額及び給料の額について、審議会の意見

を聴くものとされております。 

  また、委員は、本市の区域内の公共的団体等の代表者その他住民のう

ちから、必要に応じて市長が委嘱する、これが条例の規定でございます。 

  このため、委員の皆様方におかれましては、常日頃より、付属機関の

審議会委員として市政に携わっていただく、あるいは、経済界、労働界

を代表するお立場で、さらには専門分野における学識経験者として市政

に深い関わりをお持ちいただいている方々に、それぞれ客観的に、議会

の議員の議員報酬の額並びに市長及び副市長の給料の額について御審

議をいただくものでございます。 

  最近の報酬等審議会の開催状況について、若干御報告、御説明を申し

上げますと、前回は、年度にして３年度前、平成23年度に開催いたしま

した。 

  この時は、その年度の人事院勧告において、公務員給与が民間給与を

0.23％、899円上回りましたことから、月例給について、平均0.2％の引

下げがなされ、同勧告に基づいて本市の一般職の給与改定も行いまし

た。そういうことを踏まえながら、特別職報酬等審議会において、特別

職の報酬等について御審議いただき、現行の額が妥当であるとの答申を
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いただきました。 

  平成24年度の人事院勧告については、月例給等の改定はなしというこ

とでございました。また、平成25年度については、東日本大震災への対

処としての給与の特例減額が行われていた訳ですが、その減額措置前の

公務員給与と民間との較差額が極めて小さい、0.02％、76円であったこ

とから、人事院勧告はなされず、月例給、ボーナスともに改定なしとの

報告がなされております。したがって、この2年間は、当審議会は開催

をしませんでした。 

  さて、本年度でございますけれども、公務における一般職の人件費を

取り巻く状況といたしまして、まず、本年８月７日に人事院勧告におい

て、公務員給与が民間給与を0.27％、額にして1,090円下回っていると

いうことで、国家公務員の月例給について、平成26年４月１日から平均

0.3％の引上げ、それから、期末勤勉手当につきましては、0.15ヶ月分

の引上げ等の勧告があり、給与法の改定が行われた訳でございます。 

  今回の勧告に関連いたしまして、平成26年度分に係る勧告につきまし

ては、一般職の各給料表の水準について、平均0.3%の引上げ、一般職の

期末勤勉手当について0.15ヶ月分の引上げ等を津市においても行うこ

ととし、その引上げを内容とする条例を議会へ提出し、一般職の職員の

給与改定をすでに実施をいたしました。 

  実は、この勧告は、平成26年度分のみならず、平成27年度についても

言及しております。 

  内容を申し上げますと、民間賃金の低い地域における官民給与較差の

実情をより適切に反映する仕組みを作りたいということで見直す、ま

た、官民の給与差を踏まえて50歳代後半層の水準を見直す、それから、

公務組織の特性、円滑な人事運用の要請等を踏まえて諸手当を見直すな

どということで、平成27年４月１日から月例給の平均２％の引下げを柱

として、給与制度を総合的に見直していくという勧告がなされました。 

  要約しますと、平成26年度は、官民較差があって、官の方が低いので、

月例給を平均0.3％引上げます。そして、平成27年４月１日からは、給

与制度を総合的に見直して、月例給は全体を平均２％引下げます。官民

較差については、地域手当というものがございます。地域によってパー

センテージの違う地域手当がよりきめ細かくなりまして、一部の地域で

は地域手当が引上げられ、一部の地域では引下げられたりします。こう

した調整行い、本体の給料は２％引下げるというのが人事院勧告の内容

でございます。 

  平成27年度分について、私どもは、一般職の給料に係る条例をまだ決



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めていません。私どもだけでなく日本全国どこもまだ決めていないと思

います。つまり、これから決めていかないといけないことですが、当然

のことながら組合交渉などを経て決めていくことになります。 

  では津市はどうかということですが、地域手当は以前は６％で、今回

も６％です。このままいくと、地域手当が増えて給料が減るところは、

それでプラスマイナスゼロとなるところもありますが、津市の場合は、

地域手当が増えないものですから、給料表のみ変わり、人事院勧告どお

りにすると押し下げられることになります。非常にこの点は、今後、組

合交渉等厳しい折衝を行うわけであります。 

  このように人事院勧告が、一般職の公務員給与について、ここまで言

及してまいりましたので、特別職の報酬等については、もし一般職どお

り実施するとすれば、今年度分は引上げ、来年度分以降は引下げという

ような流れになってくると思いますが、このようなことを踏まえて、特

別職の報酬等の額につきまして、御意見等をお伺いしたく、本審議会を

開催することとしたものであります。 

  ここで、ご参考までに付言いたしますと、特別職の給料に係る本市の

独自の取組みといたしまして、合併後、行財政改革の推進のために、平

成19年度から給料について市長10％の減額、副市長７％の減額を実施い

たしております。平成19年度から８年間、毎年条例を提出し、特例減額

を行っております。これは、行財政改革のための財源を生みだすためで

ございます。 

  加えて、平成25年度は、国が地方公務員の給与削減を要請してまいり

ました。そのために、国が地方交付税の削減をいたしました。国が実施

していることを地方に強制することは、地方分権、ないしは財政自主権

を奪うことであり、適切でない判断であった訳でありますが、物理的に

交付税が減らされましたので、職員の給与をそのままにすれば、市民に

ツケを回すことになるという考え方から、一般職員については、過去か

らの独自削減を充てても足りない部分として、2.79％削減をするととも

に、市長、副市長については、これまでの減額に上乗せして、市長は10％、

副市長は８％を平成25年10月から６ヶ月間臨時に削減いたしました。 

  また、手当につきましては、本審議会の審議の対象ではございません

ことから、平成26年度分については、先程申し上げた一般職と同様に、

議員及び特別職の期末手当について、0.15月の引上げを内容とする条例

を議会へ提出し、すでに議決をいただき改定を行いました。 

  以上のことを踏まえまして、委員の皆様方におかれましては、忌憚の

ない意見を頂戴し、限られた期間ではありますが、よろしく御審議の程、
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会 長 

 

 

各委員 

お願い申し上げます。 

  開会に当たりまして、私からの御挨拶とさせていただきます。今後と

も各般にわたりよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 続きまして、本日ご出席いただきました委員の皆様から、お一人ずつ

自己紹介をお願いしたいと思います。 

 名簿の順に浅生委員から順に、よろしくお願いいたします。 

－自己紹介― 

 続きまして、事項書２(1)の『会長の互選及び会長職務代理者の指名に

ついて』、お手元に配付させていただきました資料２ページの津市特別

職報酬等審議会条例第４条第１項の規定では、委員の互選により定める

となっています。 

事務局の考えは。 

 事務局といたしましては、津市入札等監視委員会委員長でもあり、三

重大学名誉教授でいらっしゃいます月岡委員様にお願いしたいと考えて

います。 

異議なし。 

 それでは、異議なしというお声もいただきましたので、月岡委員様よ

ろしくお願いいたします。 

また、以後の会議の進行につきまして、津市特別職報酬等審議会条例

第５条の規定により会長が議長となることから、よろしくお願いいたし

ます。 

皆様方の御同意により、今回、正・副議長及び議員に係る議員報酬等

並びに市長及び副市長の給料等の額について審議する会議のまとめ役と

いう大役をお引き受けすることとなり、大変な責任を感じておりますが、

皆様方の御協力のもとに進めてまいりたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

それでは、事項書に基づき、引き続き議事を進めてまいりたいと思い

ます。 

 会長の職務を代理する者の指名について、議題といたしますが、この

件に関しては、先程の条例ではどうなっていますか。 

会長の職務代理者は、津市特別職報酬等審議会条例第４条第３項の定

めにより、会長から御指名をいただくことになっています。 

 ただ今、事務局から説明がありましたように、私が指名させていただ

くということですので、津市自治会連合会の会長であられる中川さんに

お願いしたいと思います。 

異議なし。 
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 それでは、本審議会の会長の職務代理者として中川委員さんを指名さ

せていただきますので、お願いいたします。 

ただ今、私の方から中川委員様を職務代理者として指名させていただ

きましたが、御就任に当たり一言御挨拶お願いいたます。 

御指名いただきまして、会長とともに、本審議会の調査審議がスムー

ズに進むよう皆様方の御協力をお願い申し上げます。 

それでは、事項書に基づき、引続き議事を進めてまいりたいと思いま

す。 

事項書２の(2)『市議会の議長、副議長及び議員に係る議員報酬の額並

びに市長及び副市長の給料の額に係る諮問について』でございます。 

事務局から説明願います。 

今回の審議会では、「市議会の議長、副議長及び議員に係る議員報酬

の額並びに市長及び副市長の給料の額」を審議事項としています。 

このため、会議に先立ち、これらの審議事項に関し、市長から本審議

会へ諮問書をお渡しさせていただきます。 

―諮問― 

ここで、市長は退席をさせていただきます。 

―職員紹介― 

それでは会長、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、改めまして会議を進めさせていただきます。 

事項書２の(3) 『同審議会の議事運営について』でございます。 

まず、会議の成立につきまして、確認させていただきます。 

同審議会条例第５条第２項に「委員の過半数が出席しなければ、会議を開く

ことができない」と規定されており、本日は委員１０名中７名の御出席をい

ただいておりますので、会議は成立しております。 

それでは、会議に入りたいと存じますが、最初に、本審議会の議事運

営にかかわり、会議の公開についてをテーマといたします。 

 資料３ページをご覧ください。会議の公開については、津市情報公開

条例第２２条に、市は、住民が市政に関する情報を迅速かつ容易に得ら

れるよう、情報公開の総合的推進に努めるものとすると定めておりまし

て、また、同条例第２３条においては、不開示情報が含まれる事項につ

いて審議等を行う場合や、会議を公開することによりその公正かつ円滑

な議事運営に著しい支障が生じると認められる場合を除いては、会議の

原則公開を規定しております。 

このため、本審議会についても、会議公開の方向で取り扱うこととな

りますので、よろしくお願いいたします。 
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 また、会議公開の方法等詳細については、どのようになっていますか。 

（会議公開の方法等詳細説明） 

何か会議の公開について御意見等がございましたら、お願いします。 

    （議事録の公開方法等について委員間で協議） 

それでは、Ａ委員、Ｂ委員のような形でお願いできますでしょうか。 

そのように取り扱わせていただきます。 

他に御意見等ございませんか。 

本日の本題であります事項書の２の(4)『市議会の議長、副議長及び議

員に係る議員報酬の額並びに市長及び副市長の給料の額について』に移

りたいと思います。 

それでは、まず、関係資料等に基づき事務局から説明をいただき、次

に、皆様から御質問、御意見をお受けしたいと思います。 

 では、事務局に説明を求めます。 

    （審議資料及び参考資料説明） 

 ただ今、事務局から説明がありましたが、先程の資料等の内容並びに

市議会の議長、副議長及び議員に係る議員報酬の額等や市長及び副市長

の給料の額等の妥当性などについて、御質問、御意見等があればお願い

いたします。 

市長の挨拶の中で、人事院勧告で、来年度から国家公務員の給料は平

均２％減額するというお話がありましたが、この審議会で審議するのは

来年度のことについても審議するのですか。 

今回御審議いただく議員報酬、市長、副市長の給料の額は、平成27年

４月１日から適用する額について御審議をいただきたいということで

す。 

今年度分について遡ることはないのですね。 

はい。遡ることはございません。 

期末手当もこの審議会で審議するのですか。 

この審議会は、議員の議員報酬と市長、副市長の給料の額について審

議いただくこととなっていますので、手当につきましては審議の対象外

です。 

一般職の職員の給料について、２％の減額を来年話し合い等々をもっ

て考えていくということですか。 

来年４月以降の一般職の給料の平均２％引き下げについては、これか

ら組合等と協議を行いますので、現時点では決まっていない状況です。 

私たちが審議させていただく議員報酬の額や市長、副市長の給料の額

は、一般職員のトレンドがどういう風になりそうだということは大きな



8 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｃ委員 

事務局 

Ｄ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

部 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意味合いがある。平均２％引き下げが、どの程度のところにどうおさま

るのかということを、若干知識として持っていないと、それと遊離した

形で、平成27年４月以降の議員報酬や市長、副市長の給料について審議

しにくいのではないかと思います。その辺りはどのような見通しを持っ

ているのですか。 

各自治体も悩んでおり、これから市内部で協議を進めるわけですが、

来年１月から２月にかけて調整を行い、どのように実施するか、あるい

は実施しないかをきちんと議論した上で、この審議会へも、状況を報告

し、一般職の動向も踏まえながら、皆様方には特別職の報酬等について

御審議いただきたいと考えています。 

実施しないという可能性もあるのですか。 

はい、可能性としてはあります。 

２点質問をします。1つ目に、審議資料25ページの地方交付税削減への

対応ということで、平成25年10月から平成26年3月までとありますが、４

月以降の対応は決まっているのですか。それと、もう１点、他市との比

較で、財政力指数というのが、大きく関わってくるかと思うのですが、

平成26年度の見込みは、どのようになっているのか質問します。 

まず、審議資料25ページの地方交付税削減への対応でございますが、

平成25年10月から平成26年3月まで時限的に減額をいたしました。平成26

年４月からは、行財政改革の一環として、市長10％、副市長７％の減額

を実施しています。平成27年度についても、毎年度条例を議会に提出し

実施していますことから、また３月議会に議案を提出し、議決をいただ

ければ平成27年４月1日から引き続き減額をしていきたいと考えていま

す。 

本市は、行財政改革を前期・中期・後期と進めておりまして、後期が

平成27年度で終わります。それまでは市長10％、副市長７％の減額は続

くであろうと考えています。平成28年度からは新しい行財政改革の計画

となりますので、その時には違う角度から整理がなされると考えてます。 

今の行財政改革後期計画の最終年度の平成27年度までは、この方向性

は変わらないものと考えています。 

  もう一点、合併をして９年目を迎え、合併時に持ち寄った色々な事業

で、投資が進んでいる状態です。新しい斎場が来年１月にオープンし、

新しい最終処分場が平成28年４月にオープンしたりと、大規模なプロジ

ェクトが進んでいます。それだけお金を使っている訳ですから、財政力

指数としては、振り幅がなくなり、窮屈になってきますが、一方で、合

併した市町村に与えられた特典として、大規模プロジェクトは合併特例
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債で賄われるということがございます。合併特例債のメリットとして、

償還に要する費用の70%が交付税として国から交付されることから、見か

け上は同じ数字であっても、合併特例債の場合、返す額が1/3程度に抑え

られるという状況です。 

平成26年度、27年度は投資がピークになりますので、見かけ上は財政

力指数は悪くなります。他方、償還については、非常に有利な形で進ん

でいくという側面もあります。財政力指数だけを見ると、硬直化が進ん

でいるということになりますが、こういう事情があるということでござ

います。 

前回の審議会でも 審議された気がしますが、市長、副市長の給料の額

については、津市独自に減額されていますが、この減額について審議会

としてはどのような考えで臨んだらいいですか。 

行財政改革の一環として減額をさせていただいております。今回につ

いても、行財政改革の一環として減額しているというところは、御考慮

いただければと思います。 

年明けの第２回までにご覧いただく中で、疑問点等出てくるかと思い

ます。また、追加資料が必要といったことも出てこようかと思います。

それら御意見、御指摘を頂戴し、第２回の審議会では御説明等をしたい

と考えています。併せて、今後の市の内部協議あるいは組合交渉の中で

の進捗状況についても、お知らせできる部分について、第２回の審議会

で報告したいと思います。それらを踏まえ第２回の審議会では御審議を

いただければと考えております。 

今の時点でこういった資料がほしいとかありましたらお願いします。 

平成27年度からの給与制度の総合的見直しについて、これは、給与制

度の見直しであって、水準はまた別の話であると思います。単純に資料

にあるような毎年度の人事院勧告と同等に扱うものではないと思いま

す。 

10年程前に地域手当が創設され、現行の給与制度となった時に、この

審議会の議論の中で、この点を考慮しているかどうか教えてください。 

その際の審議会の内容につきまして確認し、お示ししたいと思います。 

今回この審議会が設置される理由について、市長の御挨拶や事務局の

方の説明を聞いているとわかるのですが、それを書いたものにしていた

だけますか。 

御用意させていただきます。 

他に御意見等ございませんか。 

 無いようでございますので、ここで今後の進め方や日程等について、事務
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局はどのように考えていますか。 

 第２回の審議会については、本日の会議の内容や資料によりまして御

審議を深めていただきたいと思います。 

第３回の審議会では、第１回、第２回の審議内容を踏まえ、答申案の

御審議まで進めていただければと、考えています。 

 今後の日程につきましては、御多忙の中、大変申し訳ございませんが、

第２回の審議会については、１月以降で開催を予定しています。日時に

ついては、後日、改めてご連絡させていただきたいと思います。 

また、第３回につきましても、後日ご連絡したいと思います。 

 それでは、事務局から今後の予定についてお聞きしましたので、本日

の資料等を各委員さんにおいて十分御検討いただき、次回の本審議会の

会議においては、各委員さんからご意見等をお聞きし、さらに審議を深

めていきたいと思います。 

そして、第３回の本審議会として答申内容の確定へと進めていきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

異議なし。 

他に何かございませんか。 

特に御意見等もないようですので、本日はこれで会議を終わりたいと

存じます。どうもありがとうございました。 

本日は長時間にわたり、どうもありがとうございました。 

                       （終  了） 

 


